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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

戦後から現在まで、市街地は画一的な宅地開発や建築活動が進み、京都らしい町並み、景観は失われつ

つある。また、地域の景観形成の方針を考える上で、その現状や変化を分りやすく客観的に伝える資料は重要

であると考えられるが、戦後、高度経済成長以降の京都を取り巻く状況の変化は急激であり、その変化を地域

住民が理解しやすい形でまとめられた資料は希少となっている。 
本研究は地域学習の観点から、デジタル・アーカイブされた京都市電データベースや近藤豊写真資料を活

用し、古写真と現在の町並みを比較することで、地域の景観形成の歴史的文脈を学習し、理解を深めることを

支援する資料の収集とシステムの検討を行う。 
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5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

戦後から現在まで、市街地は画一的な宅地開発や建築活動が進み、京都らしい町並み、景観は失われ

つつある。また、地域の景観形成の方針を考える上で、その現状や変化を分りやすく客観的に伝える資

料は重要であると考えられるが、戦後、高度経済成長以降の京都を取り巻く状況の変化は急激であり、

その変化を地域住民が理解しやすい形でまとめられた資料は希少となっている。 

本研究は地域学習の観点から、デジタル・アーカイブされた京都市電データベースや近藤豊写真資料

を活用し、古写真と現在の町並みを比較することで、地域の景観形成の歴史的文脈を学習し、理解を深

めることを支援する資料の収集とシステムの検討を行うものである。2019 年度は、三条通に残る近代

建築を対象に「KYOTO メモリーグラフ（北本朝展氏開発）」のイベントを実施するとともに、それに必要

な古写真の収集整理（約 100 点）を実施することで、KYOTO メモグラの京都市電写真以外の古写真の適

用等を検討した。同時に、京都市電データベースの公開資料数を 9100 点へ拡充した。 
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